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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・平賀IOOよりインフルエンザA型が八戸市内で罹患があり、自身の体調管理と利用者様　

　の体調確認していく。

・本日午後よりデイケアの体験利用がある。
・青仁会祭りのポスターとタイムスケジュールが来ており、掲示していく。
・10/19　医療福祉学会のパワーポイントの締切。
・電算化委員よりスケジュール登録は勤務表が出次第、入力するように。
・ストレスチェックについての実施期限が近づいています。未受験のスタッフは早急に受けてください。
・11/16からの有給取得があれば申請してください。他のスタッフと重複し、申請し直しになることがあるため、周りのスタッフと確認しあって申請してください。

・10/16（火）13：30～実施指導があるため、各自書類や記録等に注意してください。

・10/16（火）障害者合同面接会、就労セミナーがあり、柴崎が参加予定。
　利用者様で参加希望者は9/25（月）までデイケアスタッフへ伝えてください。
・プログラムテキスト10月分の修正箇所の指摘がありますので、担当スタッフは修正後、再提出してください。

＜提出期限＞
・10/1（月）朝まで　疾患別診療計画書　Dr評価分
・10/3（水）月報
・10/8（月）朝まで　疾患別診療計画書（利用者のサイン記入済）
・10/8（月）朝まで　経過録（アップロードまで）
※各書類の提出が遅れる場合は、直接小嶋まで報告してください。
＜研修案内＞

・9/26（水）看護グループ内研修　

　テーマ「精神症状の看護について」
・10/12（金）看護グループ内研修　対象：介護スタッフ（佐々木、馬場）
　テーマ：「看護職員の負担の軽減及び処遇改善に関する体制計画」

・10/27（土）こころすこやか財団　講演会
テーマ：「障害者だって年をとる」
・11/3（土）第5回法人研修　場所：メモリアルホール

＜利用者様情報＞
デイケア
・上川原　豊　様～今朝までの薬の空包を確認し、全て揃っている。引っ越しを考えているとの事で、理由については「階段が斜めで不安定で転んだ事もあったし、宗教関連の人が住んでいて夜、うるさいんだよ。」と話している。引っ越し費用がかかる為、生活保護担当者へ相談するように伝えている。その後、キッチンコーナーに葬儀で使うような封筒が置いてあったが、「いつの間にか無くなっている。誰か持って行ったのかな。」という事があるが、スタッフはその封筒は確認できていない。以後も話し掛けが多く、やや気分が高い様子がある。
・繁名　和恵　様～グループホーム世話人より情報提供がある。8時50分、頭痛、嘔気がありカロナール錠服用後、症状改善したとの事だが、体の火照りを訴えデイケア欠席したいと相談があったと言う。本人からも電話があり、嘔気があるとの事でデイケアは欠席となる。世話人より、明日は訪問看護がない為、デイケア利用となり、本人も了承している。
・淡路　智恵子様～主治医面談で祝日のデイケアは休みたいと話しており、主治医より許可となっている。本人からも報告があり、「祝日は休ませてもらいます。世話人さんにも相談したら、先生に聞いて見てと言わて相談したら良いって。」と言う。グループホーム世話人へ情報提供していく。
・東海林　康之様～外来看護師より情報提供があり、主治医より就労継続支援A型事業所の見学や必要に応じて担当者間で会議を持つように指示があったとの事。相談員へ伝え、特定相談員へ情報提供している。
・我満　奈津紀様～歯が欠けたとの事でマスクを着用している。気付かないうちに前歯にひびが入っており、パンを食べた時に折れてしまったと言う。歯科の予約がすぐに取れず、9/28（金）との事でその日は欠席になると言う。
・佐々木　理佳様～派遣の仕事の開始について連絡がない為、先週金曜日に電話をしてみたとの事。その際に自身の病名を伝えたという。先方からは選考が難航しているとの返事であり、今週木曜日に電話が来るとの事。他利用者へ木曜日に映画に行こうと誘っており、中村　与一郎様は「デイケアが週5回で休めない。」と断っているが、「皆忙しいと思うけど、行こうよ。土日は仕事になると思うから行けないと思う。」とやや執拗となる。対人関係でトラブルとならないように、適宜介入していく。

デイナイトケア
・鈴木　真知子様～昨日帰荘後、二番目の姉様に電話後にまた掛けようか迷っている様子があった。朝の血圧174/124mmHgだが不調の訴えはない。11時血圧175/103mmHg　脈拍70回/分　顔の辺りが「モアモアする。」と言い、静養室で過ごしている。引き続き食事量や身体面の観察、確認をしていく。
・吉田　キクエ様～膀胱炎を繰り返している為、青風荘スタッフと検討し、排尿後に陰部を清浄綿で拭くように指導している。本日の午前中に2回の排尿があり、清浄綿で拭くことが出来たと話している。頻尿であったのが、間隔が遠くなった感じがあると話しており、症状が軽減している様子がある。
・倉石　ヨシエ様～青風荘スタッフヘ夜中に便を漏らしたと言い、シーツの汚染がある。自分で水で下洗いしており、スタッフと一緒に洗濯をしている。来所後はトイレに篭ることや腹痛の症状はない。

・倉橋　生子様～本人の強い希望で外来診察が週1回になっている。先々週から精神状態が不安定であり、本日の外来診察に同伴している。
ナイトケア

・若松　邦生　様～自己学習をしたりスタッフと交流したりしている。不調や不満を訴えることなく終始笑顔で過ごしている。本人が過ごしやすい環境を提供していく。
・北村　奈美　様～本人から連絡がある。「明日デイケアに行きたいんだけど苦手な人いる？」「その人に嫌われているから、わたし叩かれたりしないよね？」と話すため、苦手な人がいるかどうか明確に伝えられないことや、万が一同行為に至るようであればスタッフが介入することを伝えている。「今までデイケアに行けてなかったから、今度から月曜日と金曜日に行こうかなと思ってる」と話すことから、無理しない程度に来所してほしいことや、利用回数等について担当スタッフに相談するよう助言している。
・福井　彩　様～本人から連絡があり、デイケア利用料が自立支援医療の適用となっておらず3割負担で支払いしていたことから、その分の返金は可能か？という相談がある。八戸障がい福祉課・当院医事に確認のうえ、精神障害者保健福祉手帳1級による重度心身障害者医療費助成制度が適用でなければ返金が難しいことや、当院医事から遡ってデイケア利用料を返金できないことを伝えている。「そうなんだ…とりあえず明日受給者証を持っていくので、コピーお願いしますね」と話しており、腑に落ちないような発言があるが対応は穏やか。自立支援医療受給者証の写しを当院医事に渡すことを伝え了承を得る。
・東海林　紀子様～本人から連絡がある。昨日左腰の痛痒さを当館看護師を訴えたところ皮膚科受診を勧められ、本日北村皮膚科を受診。帯状疱疹と診断され、放射線治療や注射を施行するため明日から毎日同院を受診するよう言われたとのこと。飲み薬や塗り薬は処方されたが、「仕事休みたくないのに毎日来てって言われてどうしよう…」「明日、夫が付き添ってくれるみたいなので、北村皮膚科に行ってみようと思います」と話している。上記について事前に主治医や関係機関に情報提供しても良いか確認し了承を

得る。

＜事例検討＞
カンファレンスシート（　倉石　ヨシエ　様）

実施日：H30年9月26日（水）13：30～14：00

担当：柴崎道代
検討内容　目標、治療計画の見直し

	氏名
	倉石　ヨシエ
	性別
	女
	年齢
	85
	生年月日
	昭和6年　8月　1日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	高血圧

	治療方針（医師の指示）
	・基本的生活習慣の修得　　　　・対人関係の改善

・身体機能の維持・向上　　　　・作業能力・持続性の向上

・病識を身につける

	本人希望
	現在の生活を維持する。

	家族希望
	青風荘や関連施設で生活を続けて欲しい。

	入院歴
	計　1回（最終：昭和62年8月　～平成13年9月13日　　青南病院）

	通所歴
	　1回目

· 今回：平成13年10月9日～現在　　（週5回）

	その他サービス利用
	青風荘入所中

	住居：青風荘
	家族構成


                 


定期的な面会は無いが、必要時には援助してくれている。（姪様）

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳1級
	障害基礎年金1級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）

自立支援あり・要介護1


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	青陽館を利用し、青風荘での生活を続ける。
	①妄想があっても上手に付き合い落ち着いて過ごす。
	①妄想があっても、日常生活に支障をきたさない。
	①気になることや不調を感じた時には、スタッフに伝えることができる。神様に関する発言が聞かれた際には、過度にならないように発言を傾聴し、生活に支障をきたさないよう対処法を一緒に考え、行動化を防ぐ。

	
	②身体機能の維持。
	②歩行運動に参加し、下半身の筋力低下を防ぐ。
	②自分のできる範囲で取り組み、運動量を維持する。取り組みの様子を観察し、安定した歩行状態であるか、また、転倒のないよう見守りを行う。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応（目標・計画継続か否か）

	①妄想があっても、日常生活に支障をきたさない
	・杖に傷がついているのをみて「やられた」と話すことがあるがいつも持っているため、物にぶつけたりすると傷がつく事を話すと「は－」と納得している。

・以前は帰宅の際、エレベーターを利用して1Fに降りる対応を取っているが、「神様がいる」等の発言があり使用を拒み、階段を利用することがあったが、最近は神様に関する発言はなくエレベーターに乗る時に拒否することはない。
・時折、便秘である訴えが聞かれており、不調時は妄想様の発言が聞かれており、病状悪化となることがあるが最近は、神様に関する発言は聞かれていない。
	・時々、周囲の物音に対して「神様だ」など発言があり、発言がない時にも、何か見えるのかと聞くと「見える」と答えることがあるが、幻聴や、幻視について話すは少ない。精神症状が悪化し行動化する事が無いように表情の変化などに注意していく必要がある。

・以前から不調時は、精神症状が安定しないため、今後も青風荘と情報共有していく。



	②歩行状態を維持する。
	・テーブルに伏せて眠っていた直後に起き上がり歩き出そうとした時に、よろけて転びそうになっている。スタッフが介入し転倒には至っていないが歩行状態に注意が必要である。
・突然立ち上がる時以外でも、足が絡まり転びそうになることがある為注意が必要である。
・デイナイトケアでは、ミーテング、プログラムに参加するための移動、杖を使用しスタッフ付き添いで歩行している。トイレ移動時は一人で移動している。歩行状態は徐々に安定してきているが、今後も転倒に注意し、体調を維持し取り組んでいけるよう支援していく。
	・青風荘で、一人で階段を昇り二階に行くことがある為見守りが必要である。
・ラジオ体操など運動療法では椅子に座り運動に取り組んでいるが、時々体を全く動かしていないときがあり、声をかけると「肩が痛い」と話していることがある。不調の際に自ら訴えることがないためスタッフから声を掛け体調確認していく。

・トイレに行く時に曲がる時に転びそうになる事があり、移動時には見守りは継続して必要である。

	その他
	・8月、体重50.8kg（BMI24.9）⇒9月、51.8kg（BMI24.9）
・便秘が継続することがあり、下剤を服用して排便することが多い。腹部の不快感があっても、自ら訴えることがない為、軽減できるよう状態観察を行っていく必要がある。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	青陽館を利用し、青風荘での生活を維持する。
	①妄想があっても上手に付き合い、落ち着いて過ごす。
	①妄想があっても、日常生活に支障をきたさない。
	①来所時には本人に体調を確認する。神様に関する発言が聞かれた際には、過度にならないように発言を傾聴し、生活に支障をきたさないよう対処法を一緒に考え、行動化を防ぐ。

	
	②身体機能の維持。
	②筋力トレーニングに参加し、下半身の筋力低下を防ぐ。
	②自分のできる範囲で運動に取り組み、運動量を維持する。取り組みの様子を観察し、転倒のないよう見守りを行う。
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トメ様








